
　
平
成
十
八
年
度
の
当
初
予 

算
が
決
定
し
ま
し
た
。 

　 ◇
一
般
会
計 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

七
十
億
九
千
六
百
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す

る
と
、
一
億
二
千
万
円
の
増

で
、
率
に
し
て
一
・
七
％
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
十
八
年

度
に
お
い
て
は
、
ご
み
処
理

場
の
解
体
工
事
を
行
う
予
定

で
、
施
工
管
理
委
託
料
を
含

め
二
億
六
百
五
十
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。 

　
更
に
、
清
掃
施
設
組
合
か

ら
の
受
託
事
業
で
あ
る
内
原

〜
大
谷
線
道
路
整
備
受
託
事

業
費
が
四
千
九
百
万
円
増
加

し
た
こ
と
で
予
算
額
が
伸
び

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
差

し
引
い
た
通
常
の
予
算
ベ
ー

ス
で
は
、
十
七
年
度
に
比
べ

一
億
三
千
五
百
五
十
万
円
、

率
に
し
て
一
・
九
％
の
減
額

予
算
と
な
り
ま
す
。 

　
歳
入
予
算
で
、
町
税
の
町

民
税
に
つ
い
て
は
、
恒
久
的

な
減
税
の
見
直
し
に
よ
り
、

個
人
住
民
税
か
ら
定
率
減
税

を
二
分
の
一
に
縮
減
す
る
こ

と
か
ら
、
前
年
度
よ
り
伸
び

て
い
ま
す
が
、
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
は
、
評
価
替
え
の

影
響
で
減
少
し
て
い
ま
す
。 

     

　
「
三
位
一
体
の
改
革
」
は
、

三
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
地

方
交
付
税
に
つ
い
て
、
国
か

ら
地
方
公
共
団
体
へ
の
十
八

年
度
交
付
額
は
、
対
前
年
度

比
、
五
・
九
％
の
減
と
な
り

ま
す
。
　 

　
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
も
、

十
七
年
度
に
お
け
る
老
人
保

護
措
置
費
国
庫
負
担
金
等
の

国
庫
負
担
の
廃
止
に
続
い
て
、

十
八
年
度
も
い
く
つ
か
の
補

助
金
の
削
減
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。 

            

　
こ
れ
ら
の
地
方
交
付
税
、

国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
に

対
す
る
、
財
源
の
補
て
ん
措

置
と
し
て
の
税
源
移
譲
に
つ

い
て
は
、
所
得
税
か
ら
個
人

住
民
税
へ
の
本
格
的
な
税
源

移
譲
（
個
人
住
民
税
・
所
得

税
率
の
フ
ラ
ッ
ト
化
）
は
、

十
九
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
十
八

年
度
に
お
い
て
は
、
暫
定
措

置
と
し
て
、
所
得
譲
与
税
に

よ
り
移
譲
さ
れ
ま
す
が
十
八

年
度
予
算
額
は
、
一
億
八
千

八
百
万
円
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。 

　
特
に
十
八
年
度
の
地
方
財

政
に
お
い
て
は
、
歳
入
の
確

保
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
歳

出
の
抑
制
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

     

　
須
恵
町
行
財
政
集
中
改
革

プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
国
の

基
準
を
上
回
る
数
値
目
標
を

設
定
し
て
お
り
、
議
会
に
お

い
て
も
、
旅
費
（
費
用
弁
償
）

の
削
減
等
歳
出
の
抑
制
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
改
革
プ
ラ
ン
の
初
年
度

に
当
た
る
十
八
年
度
の
予
算

に
お
い
て
も
、
徹
底
的
な
経

費
の
節
減
、
具
体
的
に
経
常

経
費
で
は
、
職
員
定
数
の
削

減
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
、

職
員
旅
費
の
削
減
、
臨
時
雇

賃
金
の
抑
制
、
委
託
料
の
見

直
し
、
補
助
金
の
一
部
削
減

を
行
い
、
普
通
建
設
事
業
費

に
つ
い
て
も
、
特
に
緊
急
性

を
要
す
る
必
要
最
小
限
度
の

事
業
の
計
上
に
抑
え
て
い
ま

す
。 

       

　
し
か
し
、
法
的
に
支
出
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
扶
助

費
、
及
び
公
債
費
等
の
義
務

的
経
費
、
並
び
に
清
掃
施
設

組
合
、
介
護
保
険
広
域
連
合
、

消
防
組
合
へ
の
負
担
金
、
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
等
が
増

高
し
て
お
り
、
町
財
政
に
お

い
て
は
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

を
維
持
す
る
こ
と
が
非
常
に

困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
基
金
（
貯
金
）

の
取
り
崩
し
に
よ
り
、
収
支

の
不
均
衡
を
補
わ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
す
。 

 

    
　
非
常
に
厳
し
い
予
算
編
成

と
な
り
ま
し
た
が
、
地
方
財

政
を
取
り
巻
く
環
境
は
益
々

厳
し
さ
を
増
す
状
況
が
続
く

中
、
議
会
と
し
ま
し
て
も
、

な
お
一
層
気
持
ち
を
引
き
締

め
て
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
る
か
、
厳
し
く
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

（
賛
成
多
数
で
可
決
） 

　
賛
成
：
十
三
　
反
対
：
一 

  

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

◇
老
人
保
健
特
別
会
計 

◇
奨
学
資
金
特
別
会
計 

◇
公
共
下
水
道
事
業 

　
特
別
会
計 

◇
農
業
集
落
排
水
事
業 

　
特
別
会
計 

◇
水
道
事
業
会
計 

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

ごみ処理場解体工事 
２億６５０万円 

歳入確保 
非常に厳しい状況 

収支のバランス 
維持非常に困難 

補
助
金 

削
減 

徹
底
的
な 

経
費
削
減 

厳
し
い 

予
算
編
成 

開会を宣言する長澤議長 

どこまでもつか？ 

平成18年度各会計当初予算額 

会　計　区　分 H18年度予算額 H17年度予算額 比較（％） 

一 般 会 計  

国民健康保険特別会計 

老 人 保 健 特 別 会 計  

奨 学 資 金 特 別 会 計  

公共下水道事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

収益的支出  

資本的支出  

計 

水
道
事
業 

会
　
　
計 

70億9,600万円 

25億215万円 

21億8,233万円 

335万円 

10億6,407万円 

8,611万円 

5億4,352万円 

2億818万円 

136億8,571万円 

69億7,600万円 

23億2,663万円 

22億739万円 

307万円 

10億3,693万円 

8,840万円 

5億6,133万円 

6億7,824万円 

138億7,800万円 

1.7 

7.5 

△ 1.1 

9.1 

2.6 

△ 3.0 

△ 3.2 

△ 69.3 

△ 1.4

￥ 

平成18年
度一般会

計 

　平成１８年第１回定例会は、３月９日から３月２２日ま
での１６日間で行われ、提案された３７件の議案は、 
原案のとおり可決、承認されました。 3 定 会 月 例 
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